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多胎児をもつ母親の心身の疲労と育児協力状況

横山 美江 清水 忠彦

由良 晶子 早川 和生

　双子の母親705人，三つ子の母親96人，四つ子の母親7人，および五つ子の母親2人に対し，多胎児家庭

の育児協力の現状について分析するため郵送調査を実施し，以下の知見を得た。

　1.　双子，三つ子家庭のそれぞれ90.6％，89.6％，および四つ子，五つ子家庭の100.0％に育児協力者がい

た。しかし，双子家庭の5.8％，および三つ子家庭の8.3％には育児協力者がなく，育児はすべて母親が担っ

ていた。

　2.　育児協力者がいない双子の母親の86.7％は，多胎児以外の同胞の世話をする余裕がないと回答してお

り，育児協力者がいない場合ほとんどの母親は双子の世話だけで精一杯であることが示唆された。

　3.　育児協力者の有無で母親の睡眠状態や健康状態に差異は認められなかったものの，育児協力者のいな

い母親は育児協力者のいる母親に比べ重度の疲労感を訴えており，特に双子の母親では精神的な疲労感を，

三つ子以上の多胎児の母親では身体的な疲労感を強く訴えていた。

　4.　ストレス解消法がある双子の母親はストレス解消法がない母親に比べ有意に心身両面で疲労感が軽減

していた。三つ子以上の多胎児の母親については有意な差異はないものの，同様にストレス解消法がある母

親では疲労感が軽度である傾向が認められた。これらのストレス解消法があると回答したほとんどの母親は

多胎児をもつ母親や友人，実家の母親，あるいは夫と話をしたり，話を聞いてもらうことでストレスを解消

しており，保健所などで多胎児教室を開催し，多胎児をもつ母親同士の交流の場を提供することは，母親の

ストレスを解消し，さらには母親の疲労感をも軽減する効果が期待できることが示唆された。
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